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明けましておめでとうございます 
いよいよ今年は、3月末日に志和堀小学校が閉校です。 

志和堀地区に存する各種団体からの委員により協議してきました閉校 

記念式が、3月 23日午前 10時から小学校体育館で行われます。 

145年間の歴史をここで閉じるのは、本当にしのび難いものがあります。 

式典終了後は、ドローンによるグランドでの人文字を撮影します。 

多くの皆さんの参加をお願いします。この映像は、小学校の現状と一緒 

に DVDにして区民各世帯にお配りします。 

また、5年前に小学校 140年史が発刊されましたが、その後の 5年間 

を冊子にして補足版とし、これも皆さん方にお配りします。 

先般、西条小学校 6年の松浦秀直君が志和堀を訪れ、空き家対策や 

都市計画の事について勉強しました。 

そして、広島子ども県議会でこの資料により発表し、県の都市建築技術 

審議官の答弁を得る事が出来たそうです。 この様に、志和堀っ子も立 

派に成長して頼もしい社会人になれる様に期待しています。 

志和堀小学校の児童は、今後は西志和小学校の児童として、より多くの友達の中で、すくすくと成長していってほしい

と思います。 

そして、平成 34年 4月から志和町内の小学校は、小中一貫校・志和小学校（仮称）へ統合されます。 

今後は、『小学校の跡地をどの様にするのか』 という事が大きな課題として浮き上がってきます。 

志和小学校が開校する平成 34 年 4 月までは、今までどおり市教育委員会の行政財産として維持管理し、地元地

域が使う状態を継続できるように協議をしております。 

その後の事は、西志和、東志和とも協議しながら、より良い管理の方法を考えていく事になります。皆さんからも、良い

意見がありましたら、どうぞご遠慮なくお聞かせください。 よろしくお願いします。 

平成 31年元旦 

会長 平 賀 興 三 郎
役 員 一 同  

あなたの農地どうしますか？ 
現在の状況と将来（5年後） 

 

東広島市農業委員会は、農

家のみなさまに農地の現在状

況と将来の見込みについての

意向調査を実施しますのでご

協力をお願いします。 

 
 

実施時期：平成 31 年 1 月中旬 
 
自治会長並びに農区長の皆様には 

お手数ながらご協力をお願いします。 
 
 
 

東広島市農地利用最適化推進委員 中 本  徹 
 

 

7月豪雨災害に係る 

農地等支援制度の拡充について 
 

7 月豪雨による、農地・農業用施設などについ

て、従来の制度に加え市独自の支援制度が拡充

されました。  

≪地元による復旧(自力又は建設業者に委託)≫ 
 
市による災害復旧工事の対
象にならない場合で、市が積
算する 80％を補助する制度 

(上限があります。)  

市 の補 助 制 度 

通常の災害 今回の災害 

 
農地で一定規模以上 

排   土 ： 16ｍ３
以上

 

法面復旧 ： 10ｍ２
以上 

 

対象としない 対象とする 

 
申込期限：平成 31年 1月 31日まで 
問合先 
市：災害復旧推進課 （082‐426-3091） 
：河 川 港 湾 課 （082‐420‐0214） 

JAグリーンセンター （082‐433‐2025）   

西志和小学校の全景 

現在、西志和小学校は
校舎に耐震等の問題が
あり、プレハブ校舎で授
業を行っております。 



 
呉市から杉坂に引っ越してきました 

菅 野
か ん の  

亮
り ょ う

剛
ご

 と申します。 
 

「未来の地球と子供

たちのために」をコン

セプトに農薬や化学

肥料を使わないで、

主に固定種の種を蒔

いて野菜を栽培する 

「粋☆ナリ農宴」 

を H30年 3月から開

宴しています。 

それに伴い息子の玄大は志和堀小学校最後の１年生と

して元気に入学しました。 

消防団や青年会にもこころよく参加させて頂き地域の皆

様と一緒に「志和堀磨き」に精進したいと思っていますの

で、志和堀のことを色々教えて頂ければ嬉しいです。 

また「インターネットラジオ・ゆめのたね」のパーソナリティ

ーと「広島県有機農業研究会」という団体の青年部長や

「志和町地域交流青空市・まるまるまるしぇ」を主催してい

るボランティア団体「グループ燈花」の代表をしていますの

で志和堀のみならず、これからも誰からも愛され住みやす

い志和町の街づくりに尽力していきたいと思いますので宜

しくお願いします。 
 

 

(株) 織 田 建 設 
 

本 社：東広島市志和町志和堀 
事業内容：土木・外構工事業、一般貨物運送事業 

 
地域の皆様、社員の暮らしが幸せになり 
「ありがとうの笑顔」が集まる会社づくりを経営理念として皆

様の暮らしの手助けをさせていただく企業です。  
土木建設部門では、道路・河川・団地造成といった大規

模な工事から、不用品処分・草刈りなど身の回りのお困りごと
のお手伝いも行って居ります。  
運送事業部門では、産業廃棄物の収集運搬、砕石・まさ

土の配達販売を行っています。  
地域貢献活動 

＊広島県ラブリバー制度 
 ボランティア活動として 《半川橋下流側、関川までの区
間》 の護岸の景観管理をアダプト活動認定団体に登録し
平成 22年から活動を行っています。 

 
 
 
 
 
 
＊東広島市公園里親制度 

 公園の環境美化活動として志和堀 《半川公園》 の清
掃・草刈りなどの美化作業を年間 5回実施しています。 

 
 

高齢者のための「生活便利マップ」の作成 
 

平成 29 年 11 月に、西志和・東

志和・志和堀 3 自治協議会と市社

会福祉協議会で、住み良い町ネット

ワーク高齢化対策の一環として「困

りごとアンケート調査」を行いました。 

最重要福祉課題として「現在、将

来生活を営んでいく上で何が課題」

かという質問に対し、一番多かった

のが「買物や通院、諸手続きの為の 

移動に最も不安をもっている」という回答で 57％でした。 

将来的に路線バスの増便、デマンド交通等を要望するとし

ても、高齢者のための地域住民の取り組みはできないものか

と考え、各商店、事業所等に日常生活の移動手段に不便を

感じていらっしゃる方への各種のサービスについて、聞きとり

調査をし、高齢者のための「生活便利マップ」を作成すること

となり作業を進めております。 

完成しましたら、皆様に配布致しますのでご利用頂きたい

と思います。 

総務部会  

 

志和堀の史跡めぐり ⑳ 『原八幡神社』 
 
現在の本殿は棟札から、

享保１４年（1729）の建立で
「八幡旗八幡宮」と呼ばれて
いたようです。 

一間社としては、比較的大
型で建立年代も古く、東広島
市内における小社の本殿の例
として重要な建築物です。  
本殿内の玉殿も本殿と同時 

期の造立と考えられ、同じく志和堀にある市中神社の玉
殿と細部意匠が酷似するので、同一工匠の作である可能
性があります。 東広島市内に残る玉殿では、最も優れた
ものの一つです。  

編集後記 
H30 年の志和堀の大きな出来事は何といっても、西日本豪雨・志

和堀小学校の閉校であろう。 
7 月 6・7 日の豪雨では志和町は 473mm の雨量を記録。 
東広島市では災害件数 4,400 件の報告がされている。 
災害復旧は人災に危険のある箇所が最優先され、全ての要望には

応えられておらず、そのうちに次の災害が来たらと思うと大変心配
される。 
創立以来 145 年も続いた志和堀小学校も閉校となる。時代の流

れを感じずにはいられない。 
奇しくも日本は平成の時代が終わり新しい時代へ移り変わる。 
平穏な年であることを祈りたい。  

行  事  予  定 （１月 ～ 3月） 
 

1月 23日(水) 新年互礼会 

1月 24日(木） いちょう祭り 

2月 3日(日) 老人福祉弁当 

3月 9日(土) 志和中学校卒業式 

3月 16日(土) 志和堀小学校卒業式 

3月 20日(水) 志和堀保育所卒園式 

3月 23日(土) 志和堀小学校 閉校式 
 

 


